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例  言

1.本報告書は,香川県弁護士会会館建設に伴う発掘調査報告書で,高松城跡 (松平大膳家 中屋敷跡)[たかまつじょ

うあと 〔まつだいらだいぜんけなかやしきあと〕]の報告を収録した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次の通りである。

調査地 :高松市丸の内2-7 調査期間 :平成14年 2月 1日 ～ 3月 25日

3.調査及び整理作業は高松市教育委員会が担当し,その費用は香川県弁護士会が負担した。

4.発掘調査から整理作業,報告書執筆まで高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員大嶋和則が担当した。

5。 発掘調査・整理作業には以下の者が従事 した。

発掘作業従事者 多田暖那 。松下知草 (以上奈良大学),大熊尊,片桐節子,国宗敏―,高木繁夫,松本春雄

整理作業従事者 井口夫美子,出石真理子,大川玲子,山中規子,吉本みどり

6.発掘調査にあたって,下記の関係諸機関ならびに方々からご教示を得た。記して厚く謝意を表すものである。

香川県教育委員会,香川県歴史博物館,(財)香川県埋蔵文化財調査センター,高松高等裁判所,(財)松平公益会

片桐孝浩,北野信彦, 日下正剛,佐藤竜馬,陶山仁美,中山尚子,丹羽佑―,乗松真也,松田朝由,松平積英,

松本和彦,御厨義道,森下友子,渡部明夫 (五十音順,敬称略)

7.挿図として,「高松都市計画図 (中心部)」 を一部改変して使用した。

8。 本報告の高度値は海技高を表し,方位は国土座標第Ⅳ系 (旧座標)の北を示す。

9。 本書で用いる遺構の略号は次の通りである。SA:柱穴列 SD:溝  SE:井 戸 SK:土 坑 SP:柱 穴

10。 本書に掲載 した遺構の縮尺は特別の記載があるものを除き, S=1/40で ある。

11.本書に掲載 した遺物の縮尺は特別の記載があるものを除き,以下の通りである。

土器・陶磁器・土製品・瓦 。木製品 。金属器 (貨幣を除く)中中中S=1/4
石器・貨幣……S=1/2

12.本書で用いる遺物の略号は次の通りである。

肥=肥前系  瀬=瀬戸・美濃系  京=京・信楽系  備=備前焼  堺=堺または明石焼  大三大谷焼

不=産地不明 輸=輸入  陶=陶器  軟=軟質陶器  磁=磁器  土=土師器  須=須恵器

瓦質=瓦質土器  弥=弥生土器  色=色絵  K=金 属器  S=石 器  W=木 器

13.本書に掲載した遺物の中で網掛け部分は次の意味を示す。

陶磁器類 (濃網掛け=鉄釉  薄網掛け三青磁釉) 木器類 (濃網掛け=黒漆  薄網掛け=朱漆)

14.発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経緯と経過

平成13年 10月 23日 に香川県弁護士会

から会館建設予定地 (高松市丸の内 2

番 7)における埋蔵文化財包蔵地の照

会があった。同地は周知の埋蔵文化財

包蔵地の高松城跡に該当し,平成12年

度に香川県教育委員会による家庭裁判

所移転に伴う試掘調査が行われ,旧建

物部分以外においては遺構・遺物が認

められていた。このため,保護措置が

必要になる可能性があると回答した。

次いで,11月 14日 に香川県弁護士会か

ら「埋蔵文化財発掘の届出について

(文化財保護法57条の 2)」 が提出され

た。これに対し,香川県教育委員会か

ら香川県弁護士会に工事着手前に発掘 第 1図 調査地位置図
調査を実施するよう指導があった。これを受け,香川県弁護士会と協議の結果,「香川県弁護士会会館建設に伴 う埋蔵

文化財調査管理業務」として工事着手前に発掘調査を行うことで合意 し,平成13年12月 20日 に埋蔵文化財協定書を締結

した。発掘調査は,香川県教育委員会の試掘結果をふまえ,旧建物部分以外の約115∬を調査範囲として実施すること

とした。実掘面積は99だである。現地調査は2月 1日 から3月 25日 に実施した。整理作業は平成14年 4月 1日 から12月

27日 に実施 した。

第 2章 地理的・歴史的喋境

高松城跡は瀬戸内海に北面した香川県最大の平野である高松平野の中央先端に位置する。現在の高松市街は,西に石

清尾山塊,東に屋島を望み,香東川 。御坊川・詰田川・新川などによって形成され,近世以降高松城の城下町として発

展してきた。しかしながら, これらの河川及び海浜部の景観は近世初頭の大規模な治水千拓事業によるものである。

中世頃までは高松城周辺は香川郡野原庄と呼ばれ,高松城は八輪島と呼ばれる香東川の河日の中州に築城 したと言わ

れている。中世の遺構や遺物は比較的多く見られ,特に高松城跡東ノ丸で検出した15世紀の漁民の墓である火葬墓など

が知られている。中世以前においても同様の景観が推察され,近年の高松城跡周辺の調査において弥生土器・須恵器 。

土師器等が出土 していることから,周辺に集落の存在も否定できない。

中世後半に入ると高松平野でも戦乱が起こっていたが,長宗我部元親によって四国は統一された。1585年豊臣秀吉の

四国征伐により長宗我部氏が敗退すると,讃岐は仙石秀久,その後尾藤知宣に与えられるが,両者とも九州征伐の失敗

により改易となり,1587年には生駒親正が入封し,讃岐17万石を領有し,1588年に高松城の築城を開始 している。その

後の関ケ原の戦いでは親正は西軍,その子一正は東軍として戦うことで生き残りを謀り,戦後改めて一正に讃岐一国が

与えられた。生駒氏は一正 。正俊 。高俊と続くが,家臣団の対立から生駒騒動に発展し,1640年に改易され,出羽国矢

島へ転封された。なお,生駒氏の在城期には前述のように治水干拓事業が盛んに行われた。家老の西嶋八兵衛の主導に

よるもので,最 も大規模なものは石清尾山の東側を流れていた香東川を石清尾山の西側へ付け替えた香東川の付け替え

事業である。さらに,西嶋八兵衛は高松城の東側に広がる「塩焼浜」に目を付け,三ノ丸東側の町人街東側の護岸工事

を行い,屋島と高松城の間に広がっていた湾を干拓した。

その後1642年に生駒氏に代り高松に入封 した松平積重は,城郭の改修を行った。この結果,天守閣を中心に14の櫓を

連ねる渦郭式縄張りを採用し,海水を導いた堅固な二重の堀を備えた現高松城になった。また,松平顆重も屋島と高松

城の間に広がっていた湾の干拓に力を注ぎ,現在見られるような景観が生み出された。明治 4年廃藩置県の令により高

松藩は高松県になり,高松城も兵部省 (の ち陸軍省)の所管となった。明治23年には旧藩主松平家に払い下げられたが,

高松市街の発展とともに城郭外側から市街化され,現在は,本丸・ニノ丸・三ノ丸・桜の馬場 。内堀 。中堀の一部が残

されているに過ぎない。調査地は江戸時代においては大手門の正面に位置し,上級家臣団の屋敷地が立ち並ぶ地域であっ

た。絵図等によると生駒期は大塚八右衛門邸,松平期は松平大膳家の中屋敷であることがうかがえる。
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の方法

調査地は財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した高松城跡 (丸の内地区)に 隣接 し,連続する遺構 も想

定された。このため同調査で採用した高松市丸の内全域に設定した4m四方のグリッド割に従い発掘調査を行った。
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第 2図  グリッド害1図

第 2節 基本層序 と遺構面 (第 3～ 5図 )

調査地の大半は撹乱を受けており,か ろうじて調査区の東壁で土層を確認することができた。現代の撹乱が調査区

中央部に大きく入っているものの,北部と南部において高松空襲時の焼土層 (17層)を確認した。焼土層の直下が戦前

までの面となり,調査区南端の大規模な撹乱は大正～昭和初期頃のものと考えられる。また空襲時の焼土層の下層にお

いてもう1層焼土層を確認 した。この直下が概ね19世紀の遺構面になる。当初はこの面で調査を進めていたが,上部か

らの撹乱が著しく,遺構面の大半が撹乱であることから, この面での調査は断念し,撹乱が少ない所まで掘り下げた。

19世紀の遺構面以下は整地層が続くが,その中でも84層の上面において遺構面を確認できた。概ね18世紀の遺構面と考

えられ, この面を第 1遺構面とした。ただし,撹乱のため調査を断念した19世紀の遺構面から掘り込まれた遺構もこの

面で確認しており,18～ 19世紀の遺構が混在 した形で調査を実施した。このためこの遺構面の下限はややあいまいな状

況である。84層以下も整地層が認められるが,124層で自然堆積層と考えられるシルト層に変化する。この124層の上面

で17世紀の遺構面を確認し, この面を第 2遺構面とした。124層以下掘削の及んだ127層まで砂層が続き,遺構面は確認

できなかったが,126層からは弥生土器の小片が数点出土しており,弥生時代の包含層と考えられる。
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表 1 高松城跡 (弁護士会館)主要遺構一覧

第2遺構面
遺 構 名 f己 (cm) 隅 (cm) 半 山形 断 lel形 出土 道 物 特 記 事 項 頁

SD201 364+α 藤 逆 台形 土 ,肥 陶 ,瓦 7

D202 248+α 溝 逆台形 土,肥陶,瓦 7

SD203 906+α 144+α 藤 U字 土.肥 陶 ,瀬 陶 .備 陶 .瓦 、 瓜 の種 ,木 区画溝,肥陶碗中から瓜の種 7

SD204 144+α 朦 逆 台形 土,肥陶,志野,備陶,瓦,木 区画溝 7

SK201 50+α 議状 半円形 備陶,瓦
SK202 232 38+α 蒔状 不 明 瓦

SK203 150+α 7 不明 不明

SK204 80+α 32+α 3 不 明 皿 状

SK205 卵形 皿状 肥陶,瓦
SK206 52+α 不 明 逆 台形 瓦

SK207 46+α 円形 逆 台形 ニシロ ニ シ員 多量 に屍 棄 11

SK208 48+α 不明 逆台形 土

SK209 68+α 24+α 7 不 明 皿 労犬 土

SK210 円形 逆台形 土,肥陶,瓦,鉄 埋土は焼失,焼瓦多量に投棄
SK211

欠番
SK212
SK213 108+α 禾 明 皿 状 十.瓦
SK214 64+α 44+α 不 明 皿 状

SK215 88+α 44+α 不 明 逆三角形
SK216 40+α 32+α 11 不 明 半 円形

SK217 112+α 50+α 不 明 不 明 肥陶,志野,瓦
SK218 長方 形 U字 十.肥 陶磁 .涌 陶 .備 陶 .瓦 .釘 .木
SK219 168+α 92+α 不 明 不 明 土,肥陶,備陶 11

SK220 240+α 120+α 20+α 示 明 禾 明 十

第 1遺構面
SD101 203+α 11 厨 皿 状 」 二,   lL

SD102 225+α 溝 逆 合形 十.肥 陶 ,瓦 .馬 の粛

SD103 145+α 庸 逆 台形 肥 陶 磁 ,瀬 磁 ,瓦 区画 溝 ?

SD104 510+α コの字 逆台形 土,肥陶磁
SD105 130+α 庸 逆 台形 十_下  絣トニシロ

SD106 363+α 17 溝 逆台形 肥陶磁,備陶,瓦
SK t 90+α 薄状 U字
SK 77+α 32+α 不明 不明 土,肥磁,瀬陶,猿面 1

SK 80+α 不明 逆台形 土,瓦
SK 140+α 不 明 逆 台形 肥 陶 ,備 陶 ,瓦 ,刀
SK 85+α 70+α 不明 逆三角形 土 , 肥陶,寛永通宝
SK 11 円形 逆 台 形 土.肥 陶 ,瓦
SK 82+α 不 明 皿状

SK 140+α 7 溝 状 皿 状 十 .引出種 .血…
ニ シ 回

SK 82+α 28+α 不 明 llll状 月[陥穂 _採 臨  欧 _ニ シ 日

SK 0 152+α 不 明 逆台形 土,肥陶磁,瀬陶磁,京陶,大陶,軟,瓦
SK と 204+α 7 不 明 llll状 上 .肥 磁 ,瀬 砥 ,顎 ,二 人 形 ,瓦
SK 2 195+α 96+α 不明 逆台形 土,肥陶磁,志野,京陶,備陶,砥石
SK 3 126+α 61+α 7 不 明 逆台 形 肥 陶磁

SK 4 134+α 不 明 逆台形 土,肥陶磁,瀬陶磁,京陶,備陶,火打石 1

SK 5 62+α 22+α 不 明 逆台形 土,瓦
SK 6 77+α 7 不 明 逆台 形

SK 7 67+α 5 溝状 逆台形 土,瓦
SK 8 116+α 7 方形 逆台形 土 ,肥 陶磁 ,京 陶 ,瓦 1

SK 9 43+α 22+α 4 不明 皿状 瓦

SK 53+α 43+α 不 明 皿 状 肥 種 .駅 .比
SK121 150+α 106+α 不明 逆台形 土 ,月巴陶磁 ,瀬陶磁 ,京陶 ,偏陶 ,軟,瓦,木 軟質 陶 器土 瓶 多量 出土 1

SK122 221+α 48+α 禾 明 llll状 肥磁,京陶,備陶 l

SK123 不 明 逆台形 土 ,BLl陶ほ ,4Jt隅,/7h陶 ,備陶 ,堺陶 ,瓦.本 大膳 家 家紋 瓦・ 家 紋 入 り理 兵 衛 焼 出 十

SK124 135+α 14 不明 llll状 土,京陶,瓦
SK125 三 角 形 逆台形 土 ,肥 磁 ,瀬 陶 ,瓦 ,木
SK126 91 長方形 逆台形 土,肥磁,瀬陶,京陶,瓦,寛永通宝,硯
SK127 惰 円形 逆台形 土,肥 磁 ,瓦 ,釘 埋窒

SK128 145+α 溝状 U字 土,肥陶磁,京陶,備陶,堺陶,瓦,火打石

SK129 94+α 侵方 形 U字 肥陶字,瓦
SK130 52+α 41+α 橋 円形 逆台形 不 陶

SK131 135+α 125+α 不明 不明 肥陶磁,瓦
SK132 72+α 7 不 明 llll状 土 ,肥 磁 .瓦
SK138 217+α 130+α 不明 逆台形 土,肥磁,瓦
SK134 250+α 150+α 不 明 逆台形 肥 種 、 瓦

SK135 68+α 49+α 不明 不 明 土 ,肥 磁 ,瀬 磁 ,京 陶 ,備 周 ,瓦
SK136 171+α 長方 形 逆台形 土,肥陶磁,京陶,備陶,瓦
SK137 133+α 36+α 不 明 逆台形 肥 種 ,/7h陶 ,備 陶 ,瓦
SK138 円形 逆台形 肥陶磁,備陶,木 括鉢, 陶器,漆器を埋納
SK139 375 楕 円形 U字 土 ,肥 陶磁 .瀬 陶磁 ,京 陶 .備 陶 ,軟 ,瓦
SE101 113+α 75+α 円形 不明 肥磁,京陶
SE102 118+α 118+α 円 形 不 明 弥 .土 ,肥 磁 ,瀬 陶 .京 陶 ,備 陶

E103 122+α 122+α 円 形 禾 明 土,肥磁,瀬陶,京陶,讐
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第 3節 第 2遺構面

第 2遺構面は海抜85cm～ lmで検出した。調査区の南から北へ向かって遺構面が高くなっている。遺構面の時期は,

概ね17世紀と考えられ,生駒期から松平期の初期に該当すると考えられる。現代の撹乱や第 1遺構面の遺構により,調
査地の大半が撹乱を受けた状態ではあったが,調査区の南半を中心に土坑20基,溝 4条, ピット多数を検出した。以下,

遺物の図示できた遺構を中心に述べていく。その他の遺構については,主要遺構一覧 (表 1)を参考にしていただきた

い。

SD201(第 6・ 7図 )

幅65cm,深 さ20cmを測る溝で,南側は撹乱によって削平されている。出土遺物は肥前系陶器,土師器が見 られる。

SA201(第 6図 )

SD201を完掘すると下層から柱穴を検出した。SD201と ほぼ同じ方位で 4基の柱穴が並ぶ。検出長は3.3mを 測る。柱

間はすべて約1.lmと 統一されている。遺物は出土 していない。

SD202(第 6・ 7図 )

SD201の 北側で検出した幅52cm,深 さ13cm,長 さ2.5mの溝である。出土遺物は肥前系陶器,土師器が見 られる。

SA202(第 6図 )

SA201と 同様に,SD202を完掘すると下層から柱穴を検出した。SD202と ほぼ同じ方位で 4基の柱穴が並ぶ。検出長

は44mを測る。柱間は約12m～ 1.8mと ばらつきがある。南端の柱穴には漆器椀の痕跡が残 っていたが, その他の柱穴

からは遺物は出土 していない。

SD203・ SA203・ 204(第 6・ 7図 )

推定幅約180cm,深 さ65cmを測る溝である。断面形状は浅いU字を呈 し,溝中央部 はやや窪んでいる。埋土 は10層

に分層でき,埋土最上層は地山の粘土ブロックを多量に含んでいることから人為的に埋め戻された整地層と考えられる。

溝は南から北へ流れ,SD204とこつきあたり,SD204以北へは延びていない。SD204と の合流部分については,半円形 に

一段低 く掘 り込まれている。出土遺物は肥前系陶器および土師皿が目立つ。概ね17世紀中葉のものと考えられる。なお,

第 7図23の肥前系陶器碗の中からは瓜の種が多数出土 した。

さらに,SD203の底面で溝の東岸に沿って 2列 の柱穴列SA203・ 204を検出した。SA2031ま 6基の柱穴により構成され,

検出長7.8mを測る。柱間は約14～ 16mと ほばそろえている。SA204は 7基の柱穴により構成 され,検出長8.6mを測

る。柱間は08～ 22mと ばらつきがある。なお,一部の柱穴には杭が残存 していた。また,柱穴の周 りに石組みを施 し

ている柱穴 も見 られた。SA203・ 204と も遺物は出土 していない。

SD203・ SA203・ 204の 性格としては屋敷地の区画に伴 う溝や住穴列と考えられる。 しか しなが ら,現存する生駒期

の城下絵図 (『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』推定1638～1639年製作,高松市歴史資料館蔵)においては,南北方向

の区画溝がT字になる部分は周辺には無 く,すべて十字に交差 して描かれている。クランクした溝を絵図では簡略化 し

て十字に書いた可能性 もあるが,SD204と の切 り合い関係からも絵図以前の地割の可能性を考えたい。

また,前述のようにSD203は人為的に埋め戻され整地されているが,そ の後 もSD201・ 202・ SA201・ 202が作 られる

ことから,埋没後もある程度区画を意識 していたことがうかがえる。

SD204(第 8図 )

調査区が狭いため,当初は溝という認識が無 く,土坑として調査を行っていたが,屋敷の区画溝と考えられるSD203

がSD204に つきあたって途切れることや,隣接地の高松城跡 (丸の内地区)の調査で検出されているSK08・ 10が SD204

の延長部分になる可能性が考えられることから,SD204は東西方向へ延びる区画溝であると判断 した。幅360cm,深 さ

128cmを 測り,SD203の ほぼ倍の規模である。断面形状はV字にゆるやかに掘 り下がり,下層部分は幅80cmの範囲を約

60cm垂直に掘 り下げている。溝底は海抜マイナス30cmで ある。埋土は17層 に分層できた。溝が掘 り込んでいる層 は砂

層であるため崩れやすいためか,数度の掘 り返 しを実施 したことが断面観察により認めることができる。また,埋上の

最上層部分はSD203と 同様に粘土ブロックを多量に含んでおり,人為的な埋め戻 しによる整地がなされている。なお ,

SD203と SD204の 合流部分はSD203か らSD204へ排水するよう一段段差を設けていることか ら同時期に機能 していたと

考えられるが,両者は切 り合い関係をもっており,廃絶についてはSD203を先に埋め戻 し,一定期間はSD204だ けが機

能 していた時期を経て,そ の後SD204が埋め戻されたと考えられる。出土遺物は志野をはじめ肥前系陶器等の陶磁器類
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第 8図 SD204断 面図及び出土遺物実測図
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第 9図 第 2遺構面上坑平 。断面図及び出土遺物実測図
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の他,漆器 も見 られる。概ね17世紀中葉のものと考えられる。

また,絵図との対比では,前述の『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』には東西方向の区画溝が描かれているが,松平

期の初期に描かれとされる『高松城下図屏風』 (推定17世紀中頃製作,香川県歴史博物館蔵)で は調査地部分 は南北に

細長い屋敷地であったことがうかがえ,東西方向の区画は存在 しない。その後,『高松城下図』 (推定1716～ 1736年製作

鎌田共済会郷土博物館蔵)で は再度東西方向の区画が見 られる。遺物の時期と合わせて推察するとSD2041ま 『生駒家時

代讃岐高松城屋敷割図』に描かれた溝と考えられる。また,同絵図および隣接地の高松城跡 (丸の内地区)の調査成果

からSD204以北は大塚八右衛門邸,以南は柴山忠右衛門邸と考えられる。

SK207(第 9図 )

SD202に 切 られているが,円形の土坑と考えられ,長径82cm,深 さ10cmを 測る。遺構内からは多量のニシ貝の貝殻

が隙間無 くつめられた状態で出土 しており,貝殻の廃棄土坑と考えられる。その他の遺物は 1点 も出土 しなかった。

SK209(第 9図 )

遺構の半分が撹乱により壊れているが,円形の土坑と考えられる,長径68cm,深 さ7cmを測る。埋土は単層で,土

師皿 2点のみ出上 した。

SK210(第 9図 )

円形の土坑で,長径124cm,短径114cm,深 さ45cmを測る。火事などの後始末に利用されたのか,遺構内は焼土とコ

ンテナ 4箱分にも及ぶ焼けた瓦が出土 した。その他は肥前系陶器と土師皿がわずかに出上 したにすぎない。概ね17世紀

中葉と考えられる。当該期の火事としては,1662年の火災が文献で知 られている。

SK217(第 9図 )

遺構の大半が第 1遺構面からの掘り込みにより失われているため規模は不明である。図示 した志野の他,肥前系陶器

が出土 した。

SK218(第 9図 )

調査区の北端で検出した方形の土坑で,長辺200cm,短辺182cmを 測る。 U字の断面形状を呈 し,埋土 は12層 に分層

できる。下層部分で東壁に平行 して 5個 の石からなる石列を検出した。石列は自然石を利用するものの,西面をそろえ

て並べている。また,遺構の上面においても礎石状の集石遺構が認められたが,SK218と の関連は不明である。出土遺

物は肥前系陶磁器の他,漆器椀 も見 られる。概ね17世紀前半 と考えられる。

SK219(第10図 )

調査区西端で検出した土坑で,西側は調査区外へ延びている。出土遺物は肥前系陶器が中心で,概ね17世紀前半と考

えられる。

シ 9

じ=1.000m

(59'60'68=土 ,61～ 66=肥陶 ,67=備陶 )

第10図  SK219平 。断面図及び出土遺物実測図
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第 4節 第 1遺構面

第 1遺構面は海抜1,15～ 1.25mで検出した。遺構面の時期は,概ね18世紀後半と考えられるが,上層からの掘 り込み

の19世紀の遺構も同一面で調査を行ったことから18～ 19世紀の遺構が混在 している。上層の19世紀の遺構面から確実に

掘り込んでいる遺構は明治以降のものであるが,撹乱が著しく,遺構面の下限を正確に判断することはできなかった。

第 1遺構面では土坑39基,溝 6条,井戸 3基, ビット多数を検出した。特に調査区北半は遺構面を形成する整地層が見

られないほど遺構が重複した状況で検出した。以下,遺物の図示できた遺構を中心に述べていく。その他の遺構につい

ては,主要遺構一覧 (表 1)を参考にしていただきたい。

SD102(第11図 )

幅97cm,深 さ16cmを測る。地割に斜行するため土坑の可能性も考えられる。出土遺物は肥前系陶器,輸入陶磁器等

17世紀前半の遺物ばかりであるが,いずれも下層遺構の遺物が混入したものと考えられる。図示した遺物以外に馬の歯

も出土した。

SD103(第11図)

撹乱により遺構の大半が消滅しているものの,幅103cmを 測る東西方向の溝と考えられる。埋土は7層 に分層でき断

面形状は逆台形を呈する。 3・ 4層部分は粘土ブロックを含み,遺物は上層のみで出土した。遺物中に瀬戸美濃系磁器

碗が見られることから,19世紀に埋没 したと考えられる。なお,今回の調査地付近には東西方向の屋敷の区画が存在し

ていたことが18世紀以降幕末までの各絵図において描かれている。調査範囲が非常に狭いため,正確な判断ができたと

は言い難いが,調査区内においては東西方向の溝はこの 1条 しかなく,他の区画施設も見られない。第 2遺構面で検出

した生駒期の区画溝に比べると規模が小さく,積極的に区画溝という判断はできないが,その可能性も捨て切れない。

仮にこの溝を区画溝とすれば,現存する絵図等からSD103以北が松平大膳家の中屋敷,以南が小夫家または久米家の屋

敷と考えられる。
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第 1遺構図 溝 平・断面図及び出土遺物実測図
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SD104(第11図 )

西側が撹乱を受け不明であるが,南 。東・北の 3方にコの字状に流れる溝である。その延長は51m,最 大幅は35cm

を測る。各溝は段差をもち,南 。東・ 北と順に深 くなっており,北西部の最深部は深さ65cmを測 る。埋土 は単層で ,

埋土中には拳大の礫を隙間なく詰め込まれていた。出土遺物に型紙刷の肥前系磁器皿が見 られることから明治の遺構と

考えられる。

SD105(第12図 )

南北とも撹乱により長さは不明であるが,幅1.lmの溝である。埋土は 3層 に分層でき,断面形状は逆台形である。

埋土中には粘土ブロックや炭を多 く含み,遺物は中層部分でまとまって出土 した。肥前系磁器の広東碗,瀬戸美濃系磁

器,軟質陶器等が見 られることから19世紀前半の遺構と考えられる。
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(76～ 87=肥磁,88=瀬陶,89=備陶,90～96=京陶,97・ 98=軟 ,99～ 103=土 )

第 12図 SD105平 面図及び 出土遺物実測図

SK102(第13図 )

調査区の南端でSD101の 下層で検出した遺構である。南と西は撹乱で削平されており,規模・ 形状ともに不明である。

検出面のレベルは第 2遺構面とほぼ同レベルであり,掘 り込み面がSD101に よって削平されているので第 1・ 第 2遺構

面いずれの遺構かは判断 しづらく,第 2遺構面の遺構の可能性 も考えられる。ここでは第 1遺構面の調査中に検出した

ことから,第 1遺構面の遺構として報告 しておく。遺物は猿顔の芥子面の他,土師皿等が見 られる。17世紀後半 と考え

られる。
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第13図 第1遺構面上坑平・断面図及び出土遺物実測図①

SK104(第13図 )

SK104は長辺2.32m,短辺1.4m以上の土坑である。出土遺物のほとんどが17世紀前～中葉の遺物で,下層遺構の遺物

が混入 したと考えられる。

SK108(第13図)

長辺1.4m以上,短辺60cmの溝状の土坑である。深さは 7cmで断面形態は浅い皿状を呈する。出土遺物は土師器の小

碗や蛇の目凹形高台を有する肥前系磁器など18世紀後半頃の様相を示すが,切り合い関係にあるSKl10に明治の遺物が

見 られることから,明治以降の遺構と考えられる。

SK109(第 13図 )

長辺82cm以上,短辺28cm以上,深さ8cmの土坑である。出土遺物は肥前系磁器の広東碗が見 られることから19世紀

初頭の様相を示すが,SK108同様,切り合い関係にあるSKl10に 明治の遺物が見 られることから,明治以降の遺構 と考

えられる。

SKl10(第14図)

長辺266m,短辺1.5m以上になる不整形の土坑である。SK108・ 109に 切 られている。出土遺物 は土師質土器,肥前

系陶磁器,瀬戸美濃系陶磁器,京信楽系陶器,大谷焼等多種多量に見 られるが,全体的に混 じりのある資料群で18世紀

後半～明治の遺物が見 られる。
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SKlll(第14図 )

長辺 2m以上になる不整形の上坑である。埋土は単層で,深さは 7cmの浅い皿状の堆積である。 出土遺物中には瀬

戸美濃系磁器の盃や軟質陶器が見 られ,概ね19世紀中葉と考えられる。

SKl12(第15図 )

調査区の西端で検出した土坑である。遺構は調査区外にのびるが,隣接する高松城跡 (丸の内地区)では検出されて

いないことから,西側へはほとんど延びないことが想定できる。肥前系磁器,京 。信楽系陶器,備前焼等が主体を占め

る。また, ミニチュアの釜,犬の土製品などの玩具類も出土 した。19世紀前半の遺構と考えられる。

SKl14(第16図 )

北と南が撹乱により削平されているが,径3.6mの 円形の上坑になると考えられる。深さ74cmを測 る埋土は 7層 に分

層でき,各層から多量に遺物が出土 した。肥前系磁器,京 。信楽系陶器が主体を占め,その他瀬戸美濃系陶磁器,備前

焼,火打ち石などが見 られる。250・ 2511よ源内焼の可能性が高い。 2611よ 明石焼の悟鉢で,外面に「久喜」 の刻印と

「□年」の墨書が見 られるが,上部が欠損 しているため,年号が不明である。遺構の時期としては外面青磁釉の肥前系

磁器碗など18世紀後半の様相を示すものも多いが,瀬戸美濃系磁器など後出する要素を持つ遺物 も多量に含むことから

19世紀の遺構と考えられる。

SKl18(第 17図 )

SD106の 南側延長部分にあたるため,溝の続きとも考えられるが,深さ,埋土ともSD106と 異なることか ら,別の遺

構として取 り扱った。北側が撹乱により肖1平されているが,東西1.22m,南北1.16m以上を測る方形の上坑である。埋

土は単層で,断面形状は浅い逆台形を呈する。SK121と 切 り合い関係にあり,下層のSK121が 19世紀の遺構であること

から,19世紀以降の遺構と考えられる。

SK121(第 18・ 19図 )

SKl18の 下層で検出した遺構である。東側は調査区外へ延びるため規模は不明であるが,長辺1.5m以上,短辺106m

以上,深さ1.15mを測る。埋土は 6層 に分層でき,土層は調査区東壁断面図の70～ 75層 に該当する。埋土は全体に炭を

含むが,特に中層 (72層)お よび下層 (74層)に多量の炭が含まれていた。出土遺物は陶磁器類と木製品が見 られる。

陶磁器類は上層 (70。 71層 )か ら出土 した。肥前系磁器,京信楽系陶器,軟質陶器が主体を占める。特に軟質陶器の土

瓶が 6個体出土 しており,いずれも完形に近い。また,最下層 (75層)か らは下駄,漆器椀等,多量の木製品が出土 し

た。端反碗,軟質陶器が見 られることから19世紀の遺構と考えられる。

SK122(第 20図 )

長辺2.21m以上,深さ32cmの土坑である。埋土は4層 に分層できる。外面青磁釉の肥前系磁器碗や京信楽系陶器の

煎 じ碗などが見 られ,18世紀後半の遺構と考えられる。
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第17図  SKl18平・断面図及び出土遺物実測図
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SK123(第21～40図 )

調査区北西隅で検出した大型の土坑である。検出部分の規模は東西約2.9m,南北約33m,深さ65cmを測る。検出部

分は遺構の南東隅部分と考えられ,西側は高松城跡 (丸の内地区)の SK07につながり,東西約45mの規模 になる。埋

土は 4層 に分層でき,断面形状は逆台形を呈する。出土遺物はコンテナ100箱以上にのばり,今回の調査で出土 した遺

物の半数はこの遺構のものである。土器類では肥前系陶磁器,瀬戸美濃系陶器,京信楽系陶器,備前焼i土師質土器争

木器類では漆器椀,曲物,箸等が見 られる。その他,馬,人,茄子,社等の土製品や ミニチュアの食器類等玩具類 も出

土 した。遺物は遺構内に隙間無 く折 り重なるようにして検出したが,主に土器類が上層中心に,木器類が下層を中心に

出土 した。遺構上部が撹乱を受けていたためか,遺構の上面からの掘 り込みはなく,遺物の混入がほとんどなく,18世

紀第 3四半期の良好な資料群と言える。漆器椀や箸が多いことから,饗宴後の後片付けに利用された可能性が考えられ

る。
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315～ 4991よ :巴前系磁器である。315～

386は碗形態のもので,315～ 365ま での

大振 りの碗と366～386の小振 りの碗に分

けることができる。316・ 317・ 346～ 351・

364は 外面青磁釉を施 している。 318・

319・ 367は内外面ともに菊花散 らしが見

られる。見込みに施される五弁花文のコ

ンニャク印判は346・ 347・ 360・ 361・

363・ 365の 大振 りの碗のみに認められる。

一方,小振 りの碗には375～378に見 られ

るように雨降り文が多い。なお,小振 り

の碗には盃や仏飯具の日縁部が含まれて

いると考えられる。387・ 388は 日縁部内

面が無釉 となっており,蓋物である。

389・ 390は盃である。391～394は仏飯具

で,無地のものが主体を占めるが,391
のように裾部に文様を施すものも見 られ

る。395～398は紅皿で,外面下半を無釉

にしている。399。 4001よ 鉢である。 401

～445は紅猪口である。409の ほとんどの

口縁部に笹の染付けが認められる。446

～4581ま蕎麦猪口である。446～ 448は 外

面青磁釉,内面四方欅が見 られる。459

～4701ま蓋である。 459・ 4601よ 小型で合

子の蓋と考えられる。461～464は 口縁部

に返 しが付いており,重・蓋物の蓋と考

え られる。465～ 4701よ 碗の蓋である。

465～ 4691よ外面青磁釉,内面四方欅が見

られる。471・ 4721ま 油壷である。473～

475は内面が無釉であり,瓶 と考え られ

る。476～478は花生である。476は 青磁

釉,4771よ人面の耳が付 く。480～ 484は

鶴首瓶である。485～ 4991よ 皿である。

488は見込に五弁花文高台内に「大明年

製」の名が見 られる。497・ 499は蛇の目

凹形高台を有する。498は 青磁の脚付 き

の皿である。

500～ 5291よ肥前系陶器である。500～

503は胎土目や砂目を有する皿・ 碗で17

世紀前半のもので混入品と考えられる。

504～ 5221よ碗である。 508・ 512・ 515・

516の ように陶胎染付も多い。また,513・

516の ような筒形碗 も見 られる。 523～

529は鉢である。525・ 526は 刷毛 目が見

られる。

530～ 5571ま 瀬戸美濃系陶器である。

530は日縁が波状の皿である。531～ 556

は碗である。536・ 542・ 545・ 547・ 550・

552は陶胎染付である。557は鉢で,内外

面にに溶着痕が見 られる。

第31図 SK123出土遺物実測図
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558は理兵衛焼である。日縁部の小片であるが,薄手の碗形態になると考えられる。青色の上絵付けで松平大膳家の

家紋である丸に中陰四つ葵の家紋が描かれている。

559～652は京信楽系陶器である。559～ 6301よ碗である。559～579が色絵である。5591よ吉祥文,561・ 563・ 564は笹の

葉が描かれている。570・ 5711こ は一部金の使用が認められる。631～ 6331よ鉢である。634～641は皿である。634～ 6391よ

色絵である。642～644は鉢である。6421よ外面青磁釉で,内面無釉である。645～ 6521ま土瓶である。6521よ注目根元の飾

りと考えられる。

653～ 6841よ備前焼である。653～ 6751よ灯明皿で,653～ 666の ような皿形態のものと,667～ 675の ように返しが付くタ

イプの2種類見られる。いずれも日縁部には煤が付着 している。676は不明の製品で,円孔が見られる。 6771よ 瓶の口縁

部である。678・ 6791よ油徳利である。体部上半に油垂れを防ぐ返しと円孔が見られ,679の ように取っ手が付く。680・

681は鉢である。682～684は徳利である。683・ 684は底部に刻印が見られる。

685～692は産地不明の陶器である。685・ 686は碗,687～ 6901ま鉢である。691は底部に円孔が見 られることから植木

鉢,692は花生である。

693～705は堺または明石焼の悟鉢である。693～ 6951こ は形骸化した高台が見られる。7051よ見込部分に放射状の播 り

目が見られる。

706～773は土器類である。706～718は皿である。7191よ焼塩壼で,外面には刻印が見られる。720～ 7231よ 焼き塩壷の

蓋で,内面には布目圧痕が見られる。724は土錘である。725は瓦質の火鉢で,四隅に脚が付く。726～ 7521ま土師質の焙

烙である。内耳の幅は狭く,円孔も貫通しないものや,貫通していても不十分なものが多い。外面は指頭圧,内面は一

部板ナデのものも見られるが, ヨコハケのものが多い。753～ 7591よ羽釜である。760・ 7611ま 混入品の須恵器である。

761の 底部には爪痕が数多く残る。762～ 770・ 773は火鉢と考えられる。762・ 7631よ体部上半が内傾し,短 く直立する日

縁部をもつ。7641よ 日縁が波状で,浅い鉢のような形態を呈する。765～ 770・ 773はやや深めで,底部に3方向の脚をも

つ。771は井戸枠,772は風呂釜である。
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K3～K5は金属製品,S4～ S6は石製品である。K3は寛永通宝,K4は 輪状の製品,K5は 煙管の吸口部分である。

S4。 S5は硯である。S6は豊島石を加工 したものである。

774～803は玩具類である。774～778は人形,779・ 780は 御稲荷さんである。781は 狛犬と考えられ,陶器製である。

782～ 7851よ飾馬,7861よ鳥居,7871よ家の屋根,788は天神さん,7891よ茄子,790は猿,7911よ打ち出の小槌である。 792

は箱庭用の橋の欄千で陶器製である。7931よ顔形の芥子面,794は人形で,水滴の可能性 もある。795～ 7991よ 円盤で ,

795～ 798は 悟鉢,7991ま瓦を転用 している。800～ 8031よ ミニチュア土製品で,801・ 802は陶器製の播鉢である。8031ま蓋

で,表面の一部に金箔が見 られる。

瓦も多量に出上 したが,今回は軒丸・軒平瓦で残 りのいいものを掲載 した。瓦 1～ 3は鬼瓦の一部になると考えられ

る。瓦 1・ 2は松平大膳家の家紋である丸に中陰四つ葵が見 られる。瓦 4～ 35は軒丸瓦,瓦36～49は軒平瓦,瓦50～ 53

は軒桟瓦である。

木製品も多量に出土 した。W21～ W33は漆器の椀・ 蓋である。W21～ W30は外面黒漆,内面朱漆,W31～ W33は 内外

面とも朱漆である。外面に見 られる家紋および文様は金で描かれている。朱塗椀は外面黒漆のものよりも大型で,腰が

張る。W34・ W35は外面黒漆,内面朱漆の漆器の盃である。外面には家紋が見 られ,W35は三つ葵が見 られる。高松藩

の藩主の二つ葵とは異なり,葉脈が無 く,葉先に点が見 られる。松平一族の家紋と考えられるが,誰の家紋であるかは

不明である。W36～ W40は漆器の盆である。W36～ W38は朱漆で文様が施されている。W41～ W43は傘の軸である。そ

の他,W44～ W48の ような漆製品が見 られる。W49～ W60は墨書が見 られるものである。W49。 W50は 将棋の駒で,桂

馬である。W51・ 52は建築部材と考えられる。W53～ W60は木簡である。W53は表面「高松家中」,裏面「小嶋」,W54
は「小一J,W55は「中村御宿」の記載が見 られる。W60は表面「登得里さ」 と意味不明の文字列があり,裏面に梵字

が認められることから呪符木簡と考えられる。W61～ W93は曲物や桶の底ないし上蓋と考えられる。W61・ W62・ W90

のように焼き印が見 られるものもある。W87・ W88は 同一個体と考えられ,切断面に 2個 の穴が見 られ, 2枚の板を接

いで使用 していたと考えられる。W94。 W95は 曲物である。W96。 W97は桶である。桶 も多量に出土 している。W99は

下駄である。W100～ W1021ま長方形の板材に穿孔 したものである。W103は棒状の製品で,刻み目が見 られる。W104も

棒状の製品で,両端に狭 りが見 られ,正面及び側面に非常に小さい穴をあけた痕が見 られる。W106～ W1211よ建築部材

と考えられる。W1221よ 自然木であるが,盆栽の可能性が考えられる。W123～W125は縄である。 W126～ W1431よ 栓で

ある。掲載 した以外にも多量の栓が出土 している。W144～W157は箸である。箸も非常に多 く,破片 も含めると数百本

が出土 した。図示 した以外にも,等,櫛等数多 くの木製品が出土 している。

その他の自然遺物としては魚の骨,ニ シ貝,獣骨,モ モの種も若干見 られた。

SK123出土遺物中には松平大膳家の家紋 (丸に中陰四つ葵)入 り理兵衛焼 (558),瓦 (瓦 1・ 瓦 2)が出土 したこと

から同地が松平大膳家の屋敷内であったことが確実となった。
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SK125(第41図 )

SK123の 東側で検出した土坑である。長辺138cm,短辺79cm,

を呈する。出土遺物の中には瀬戸美濃陶器の餌猪日が見られる。

蝕が進んでいた。18世紀後半～19世紀の遺構と考えられる。

_鯵
娃はほ

里200m

1 lCIYR 5/2 灰黄褐 砂混粘質土

SK125(804=京 陶 ,805朝巴磁 ,806■瀬陶 )

深さ20cmを測る。埋土は単層で,断面形状は逆台形

また,漆器椀も出土したが,原形をとどめないほど腐

SK126(第41図 )

長辺1.46m,短辺81cln,深 さ91cmを測る長方形の土坑である。遺構北側には1段段差が見られる。断面形状は逆台

形を呈し,10層 に分層できる。上層は砂混粘質土,中層は細砂,下層は砂混粘土に大別できる。出土遺物は肥前系磁舌

瀬戸美濃系陶器,土師器等の他永楽銭が見られる。18世紀後半頃の遺構と考えられる。

SK127(第41図 )

長径70cm,短径47cm,深さ13cmを測る精円形の土坑である。土坑北端には土師質土器の甕が埋め込まれていた。甕

内部からは寛永通宝が出土 した。切り合い関係にあるすべての遺構を切っていることから19世紀以降の遺構と考えられ

る。
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SK128(第42図 )

SK125・ 127,SD106に切られている土坑である。南側は撹乱で不明であるが,長辺1.45m,短 辺70cm,深 さ35cmを

測る。断面形状はU字を呈し, 3層 に分層できる。出土遺物は肥前系陶磁器,京信楽系色絵陶器,備前焼,土師質焙烙

の他,土師質土製品の天神さん,火打ち石等も見られる。19世紀初頭の遺構と考えられる。

SK129(第42図 )

SK127,SD106に 切られている土坑で, これらの遺構を掘削して検出した土坑である。長辺94cm以上,短辺79cm,

深さ46cmを測る長方形の土坑である。断面形状はU字を呈し, 3層 に分層できる。出土遺物は肥前系磁器,京信楽系

陶器,瓦質土器がある。19世紀初頭の遺構と考えられる。

SK135(第42図 )

SK134,SD106に 切られている土坑で, これらの遺構を掘削して検出した土坑である。南側は撹乱,東側は調査区外

へ延びるため規模は不明である。埋土は単層で,第 3図の88層に該当する。出土遺物は肥前系磁器,京信楽系陶器,瀬

戸美濃系陶器,備前焼等がある。18世紀後半の遺構と考えられる。

SK186(第43図 )

SD106・ SK127～ 129等の遺構密集部分の下層で検出した遺構である。検出面は第 2遺構面と同レベルで検出してい

るが,SK139を切っていることから18世紀後半～19世紀初頭で,第 1遺構面の遺構と考えられる。断面形状は逆台形で,

中央のみ 1段浅く落ち込んでいる。出土遺物は肥前系陶磁器,土師器がある。

SK137(第43図 )

撹乱により形状・規模は不明である。切り合い関係から18世紀後半～19世紀の遺構と考えられる。

SK138(第43図 )

径約50cmの円形の土坑で,深さ約22cmを測る。埋土は単層で,断面形状は逆台形を呈する。遺構内には腐蝕 した漆

器椀,備前焼悟鉢 (860),肥前系陶器不明製品 (857)を埋納していた。18世紀前半頃の遺構と考えられる。

SK139(第44～47図 )

長辺約6.5m,短辺3.75m,深 さ1.58mを測る大型の土坑である。埋土は5層に分層でき,上層は砂混粘質土,下層は

粘土である。遺物は肥前系陶磁器,瀬戸美濃系陶磁器,京信楽系陶器,備前焼,軟質陶器,土師器等の他,備前焼陶器

のミニチュアの兜,鉛玉が見られる。遺物の時期は18世紀後半～明治のものまで含むが,明治期の遺物については後述

する井戸のものと考えられ,遺構自体の時期としては概ね18世紀後半が考えられる。なお,混入品には弥生土器も見ら

れる。

SE101(第 44・ 48図 )

SK139掘削中に検出した井戸で,断面観察の結果,SK139の上面より掘り込んでいることが判明した。このため,掘

り方部分の正確な規模は不明であるが,東壁断面によると径1.13m以上,深さ190mを測る。井戸枠は高さ約 lm,径
60cmの土師質の円筒で, 2段積まれていたと考えられる。井戸枠内出土遺物は京・信楽陶器,肥前系磁器,瀬戸美濃

系陶器が見られる。図示していないが,肥前系磁器の型紙刷が見られることから明治期の井戸と考えられる。

SE102(第 44・ 48図 )

SK139底面で検出した井戸である。掘り方の規模は不明であるが現存部分では径1.18m,深 さ94cmを測る。井戸枠は

2段見られ,下段は高さ90cm,径 70cmの本製曲げ物で,上段は土師質の円筒である。井戸枠内出土遺物は肥前系磁器,

備前焼等が見られる。切り́合い関係が不明で遺構の時期も不明である。

SE103(第 44・ 48図 )

SK139底面で検出した井戸である。掘り方の規模は不明であるが現存部分では径1.22m,深 さ13mを測る。井戸枠は

現状では1段で,高さ130cm,径55cmの木製曲げ物で,上段は土師質の円筒である。井戸枠内出土遺物は肥前系磁器 ,

瀬戸美濃系陶器の他,警や毛抜きなどの金属器も見られる。切り合い関係が不明で遺構の時期も不明である。
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第 4章 まとめ

第 1節 第2遺構面の屋敷区画の変遷とその居住者について

調査地は99だ と狭いながらも,第 2遺構面において屋敷の区画溝と考えられるSD203。 204を検出することができた。

また,隣接して調査された高松城跡 (丸の内地区)においても区画溝と考えられるSD02・ 05が検出されている (乗松

2001)。 なお,高松城跡 (丸の内地区)検出のSK08(SK10)に ついてはSD02か ら連続 しており,東西方向の区画溝で

ある可能性が考えられる。同遺構は今回検出のSD204の延長部分にもあたることから,そ の可能性が非常に高い。 これ

らの溝から生駒期～松平期初期にかけての屋敷の区画の変遷を考えてみたい。

今回の調査で第 2遺構面の区画溝は,その切り合い関係から,南北方向のSD203と 東西方向のSD204が併存する時期

(=第 1期),SD204の み存在する時期 (=第 2期),区画溝が無くなる時期 (=第 3期)の 3時期の変遷がたどれる。

一方,同時期の高松城の屋敷地が描かれた絵図は『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』 (推定1638～ 39年製作の写)と

『高松城下図屏風』(1656年以前製作)の 2点が知られており (森下1996), これらの絵図と比較検討してみたい。

まず,第 1期のように東西方向の溝に南北方向の溝が突き当たるようなT字の地割はどちらの絵図にも見 られない。

このため,絵図以前の地割である可能性が高い。なお,SD02・ 05と SD203の クランクした状態を絵図では簡略 して描

いた可能性もあるが, この場合1638～56年以前の短期間に2度の区画変更があったことになる。なお,第 1期にSD02・

05が存在したかどうかは不明である。

次に第 2期であるが,今回の調査地ではSD204のみが存在した時期であるが,絵図では区画溝が十字に交わっている。

高松城跡 (丸の内地区)の調査で検出したSD02・ 05に ついても合流点以南が撹乱を受けており,十字に交差 していた

ことを確認できないが, この溝が南へ延びるのであれば,『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』と一致することから,生
駒期末期の地割と考えられる。

最後に,今回の調査地では区画溝が無くなる第 3期である。SD02・ 05の埋土は第 1遺構面上面の整地層と連続する

とされているが,SD2041よ 整地層と連続せず,ま たその上面に1662年の大火の後始末をしたと考えられるSK210が掘削

されている。このため高松城跡 (丸の内地区)の SD02・ 05はSD204埋没後も一定期間存続したことが立証される。F高

松城下図屏風』では調査地部分のみ区画がなくなり,南北に細長い建物が描かれている様子と整合することから松平入

封直後の地割と考えられる。なお,『高松城下図屏風』では屋敷の区画部分には板塀のみしか描かれておらず,高松城

跡 (丸の内地区)の SD02・ 05が屏風図製作時期まで存続していたかどうかは不明である。

また,大名の記載がある『生駒家時代讃岐高松城屋敷害1図』によると,今回想定した第 2期の地割が正しいとすれは

今回の調査地の北半から高松城跡 (丸の内地区)の東端は大塚八右衛門邸,南半は柴山忠右衛門邸,高松城跡 (丸の内

地区)は大塚采女邸,その南は吉田八助邸と考えられる。なかでも大塚采女は生駒親正の娘婿大塚又一の子にあたると

される人物である。

なお,今回の調査地及び高松城跡 (丸の内地区)は非常に狭く,撹乱の多い調査であったため,不明確な点が多い。

あくまでも今回提示した変遷は一案であり,今後周辺の調査で今回の調査成果を検証 していきたい。

第2期 (1638～ 1639FFq 第 3期 (1656年Й謝

『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』に対応  『高松城下図屏劇 に対応

生駒期～松平期初期に力鞘ナての屋敷区画変遷模武図 ∩

第1期 (1638年以詢

I SK08  SD204
SK10       SD203-〕>
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第 2節 第 1遺構面の屋敷地の居住者 について

次に第 1遺構面の屋敷地について,東西方向の溝SD103が屋敷地の区画の可能性があるが,検出長が短すぎて断定で

きない。あるいは『高松城下図屏風』に描かれているように区画は板塀のみの可能性も十分考えられるが,柱穴列は検

出していない。このため,屋敷の区画については不明である。

しかしながら,今回の調査地の北西隅で検出したSK123か ら「丸に中陰四つ葵」家紋入り理兵衛焼 。家紋入り瓦が出

土した。この家紋は『高松市街古図 (文化年間頃高松城下絵図)』 や『東讃高松絵図 (弘化年間高松城下絵図)』 に描か

れており,松平大膳家の家紋であったことがわかる。このため今回の調査地北部は松平大膳家の屋敷地内であったこと

が確実となった。 なお,『高松市街古図』によると松平大膳の屋敷は中堀の南正面に広い屋敷地,その南東部分にやや

狭い屋敷地があったことがうかがえる。『東讃高松絵図』によると南側の屋敷地には志摩殿中屋敷 と描かれていること

から,北側が上屋敷,南側が中屋敷であったと考えられる。今回の調査地は現在の地割との比較及び隣接する高松城跡

(丸の内地区),高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡)の調査成果から中屋敷に該当すると考えられる。

さて,松平大膳家については絵図史料では積芳の時期の絵図こそ現存しないが,そ の他の時期の絵図には松平大膳家

代々の名前が書かれている。大膳家の名前が書かれた絵図として最も古い『高松城下図』(推定1716～ 36年製作の写)

においては上屋敷部分に左近殿 (=積興),中屋敷部分に左近殿中屋敷と書かれている。次に,『元文五申年六月讃岐国

高松地図』(推定1740年製作の写)においては上屋敷部分に鉄松殿 (=至央),中屋敷部分に鉄松殿中屋敷と書かれてい

る。また,製作年代にやや疑間は残るが,『 日本輿地南海道郡郷部讃州高松地図』(正徳享保年間製作の写・宝暦7⑬

においては上屋敷部分に松平直之助殿 (=積昌),中屋敷部分に直之助殿屋シキ内と書かれている。次に,『寛政元己酉

年五月高松之図』(推定1789年製作の写)においては上屋敷部分に志摩殿 (=積格),中屋敷部分に志摩殿中屋敷と書か

れている。最後に『東讃高松絵図 (=弘化年間高松城下図絵)』 (推定1844～ 1848年製作)においては上屋敷部分に松平

大膳頼覚殿 (=積覺),中屋敷部分に志摩殿中屋敷と書かれている。以上の絵図史料から少なくとも積熙以降の代々当

主は今回の調査地部分に居住 していたことがうかがえる。

一方,松平大膳家については幕末頃に書かれたと思われる系図である『松平大膳家御系譜』が現存している。これに

よると,松平大膳家は藩祖松平積重の第 8子積芳 (よ りよし :1667～ 1706)か ら始まり,1676年 に3千石を賜っている。

その後,二男積熙 (よ りひろ :1699～ 1737)ん 1ゞ704年 に2千石を継いでいる。積熙には3人の子があり,長男積桓 (よ

りたけ :1720～1739)は 1735年に高松藩本家の養子となり, 4代藩主になっている。頼桓には子が無く,1739年に守山

藩から積恭 (よ りたか)ん 養ゞ子に入り, 5代藩主になっている。一方,大膳家は1736年に二男の積珍 (名称不明 :1721

～1780)が 家督 3千石を継いでいたが,1739年に老中の指図で阿波蜂須賀家の養子となり,阿波藩 9代藩主 (蜂須賀家

政を初代に数えた場合)と なっている。三男の至央 (よ しひろ :1736～ 1754)は 1739年に兄積珍の家督 3千石を継いだ

が,1754年に積珍が阿波藩主を隠居したため,峰須賀家へ養子に入り,阿波藩10代藩主となった。このため,大膳家に

は後継が無く,1754年に5代藩主積恭の五男積昌 (よ りあつ :1752～1789)が 2千石で大膳家を継いでいる。1765年に

は大膳と名前を改めており,そ の後,1785年には5千石を賜っている。なお,今回の調査で家紋入り理兵衛焼・瓦が出

土したSK1231よ 18世紀第 3四半期の遺構と考えられる。その当時の大膳家当主は積昌 (当主期間=1754～ 1789)であり,

理兵衛焼・瓦等は積昌によって埋められた遺物と考えられる。積昌は1789年に亡くなるが,子どもは娘 1人しかおらず,

積昌の弟で大久保家へ養子に入った積裕 (よ りひろ)の長男積格 (よ りさだ :1777～ 1836)が 大膳家の養子となり,

2千石を賜っている。1836年 に積格が亡くなると,三男の根覺 (よ りあき :1808～ 1867)が家督 2千石を継いだ。積覺

は1863年に京都警衛の命を受けると藩主に代わって兵を率い京都へ入っている。また,1864年の禁門の変に際しては日

華門外を守っている。1865年隠居し,長男積利 (よ りとし :1833～ )が家督 2千石を継いだ。明治以降の大膳家につい

ては詳細は不明であるが,市内の四番丁に住んでおり「四番丁さん」と呼ばれていたと言われる。その後経緯は不明で

あるが,東京へ移住している (注 1)。

その他に,文献資料としては『全讃史』において頼昌が「幼名直之助,後大膳と称した。城南の邸に居た」とある。

このことから,今回の調査成果は絵図,系図,文献の3史料と整合する調査と言える。

最後に,本誌では松平大膳家について十分な検討が行えなかった。松平大膳家は高松藩の中でも非常に高い地位を占

め,系図・絵図とも残っていることから,高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡)の報告書において詳細な検討を加えたい。

参考文献

乗松真也 2001「高松城 (丸の内地区)の発掘調査概要―高松城跡における屋敷地間境界遺構一J『四国徳島城下町通信』第 8号

森下友子 1996 「高松城下の絵図と城下の変遷J『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要Ⅳ』財団法人香川県埋蔵文化財調査センター
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注 1 松平公益会より御教授賜った。
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上師質土基 El

十師管 土器 RL

一削 縄器 富台 墜 /1h

一剛 衛器 Il 漆 島台無釉

6 I巴 前 台 雑 紬

I巴 前 陶器 Il 爵台無 /1t

I巴 前 55 菖台 疑鶏

1巴 前 匂器 篭 巨部照釉

と師暫土器 吾鉢 270
菖台 無紬

'入
滋器 皿 1

草花文

隠戸美濃 滋器 流 染付 革花文

必付 堂材 文

苗前 旬器 刻印

型紙刷 ハリ支え,見込松竹梅 甲紙 刷

肥前 滋器 蓋 ]縁誂疑/4j 染付 軍花文

を付山水画,日 紅
単削 滋器 腕 染付 軍′ヒ文.口 糸r

単削 滋器 碗 ス 許 井 支 染付山水画

8 蝋 31 処付草花文

一副 滋器 碗 幾何学文 凶繰 3条

腕 陀ノロ釉ハギ 目漁 3粂

I巴 前 磁 器 碗 2条 耳泳 記 号 文 染付重花 文

60 圏線 1条 圏森 2条

一副 滋 器 4 倹3条 耳泳洛マ 器 子

47 見込染付 1宇花



種戸華溝 滋器 虎 を付四方欅 を付菫花文

一脚 幻器 76 15

9( 信 薬 衛署 腕 17 清絵小杉 文

哀信楽 η器 缶絵 硫 190 41

91 信 楽 旬署 照/1L

91 京信楽 旬器 23

9` 東信薬 翻器 皿 1条の構描状線刻 照釉

創 lrttIL 115

91 貫信楽 写器 皿 :形 照釉

欧管陶器 妻
」

誼 練 文2条

旬器 上 瓶 照釉

十師暫 十基 き熔 ,EE

上師質上島 10 ミニチュア

十師 管 十基 星炉 141 指頭 圧 部漆唸付着 底都外面ヨコヘラケズリ

上師質土器 昆炉 155 ヨヨハケ、円孔 !成形草花文

十師管 十器 宙未鉢 ヨコハ ケ I成形童絃文

下明 旬器 F子面 11 衰顔

十師管 十器 Il

上師質土器 趾

十師暫 十器 ut

贋戸美濃 何器 開

=幸洛 億器 魂

一副 隊器 兎 染付網 目文

土師管土器 茂 44

一酬 ∃線 2条

一削 毯器 皿 斃付竹 圏繰 2条 見込五弁花文 姿付唐 菫文 圏線 3粂 蛇ノロ凹形高台

H41肥 前 砂 日 高台無

一
日‐‐ 滋器 仏販具 卜絵車花 文

一副

117 肥前 旬器 蓋 17 照rtt

11〔

1巴前 滋器 腕 目線 3条 ]線 1条

F陶器 十 瓶

一削 滋器 蓋 13 藉付山水画

滋器 多春

肥前 滋器 37 廷付草花文 吾磁釉

滋器 瓶 紬 と付車布 支

肥前 磁器 Ell た付雷文,見
'

染付唐草文・圏線3条 ,蛇ノロ凹形高台

滋署 It 102 覧尾‖

一副 滋器 簑物 130 45 口縁部無釉 染付草花文

滋器 債 41 Wtt え1築

頼戸美濃 滋器 限 無 釉 ∃線1条

毯器 薦 44 「菫滞支 雷文 箔歯文 高台内記号文

類戸美濃 骸器 ム販具 色絵 車花文

瀬戸美濃 と呈旱 ″支 閣胞 条

頼戸美濃 磁器 皿 圏線 2条 を付草花文,圏緑1条

廟瑕睾 台 凸 無 /11

叡 頼戸美濃 財器 見込五弁花文 目線 2条

筑 40 31

]巳前 旬器 盃 BJ毛 目 iJ毛 目

拳 12

ミ信 縄器 え 爵台無釉

司器 苑 106

寅信楽 旬器 え 葛台無釉

薬 衛器 荒 ftt

京信楽 旬器 EL 辞格子状緑刻 に釉

京信婆 衛器 IL
I絵唐童文 、無 紬

不 明 旬器 ミニチュア

不明 旬器 麟 |! 42 決釉 法麹

不 明 円形ヌカシ

不 明 陶器 沐 72 ■形ヌカシ

不 明 鉄 釉 茨納

旬器 蓋

i平

篇前 何器 沐 12_4 63 底部重ね焼き痕

沐 そ紬

と師質土瑶 莞塩至

十師 暫 十零 床 142 ヘラミガキ

臣質土器 火鉢 188 ヨヨハケ タテヘラミガキ後下半のみヨコヘラミガキ

十師 暫 十器 亀 十製 品

1581月 巴前 滋器 仏販具 巨部無釉

器 否 13

欧質陶器 蓋 12

i暫 十零 帯

肥前 滋器 r■ 皿 葛台無釉

一削 磁器 C猪 日 22 た付笹文

一酬 器 72
単副 磁 器 征猪 日 62 19 坐付笹 文

I巴 前

1巴前 磁 器 吾表猪 日 を付重花文

〕巴前
1巴 前 磁 器 蓋

1巴前 152

Itl前 滋器 盃

17( :器 碗 1条 、耳ム 記 号 文

]巴前 滋器 塊 寄磁釉 圏線 2条 ,五弁花文 奇骸釉

171 滋器 穂 イ牛 圏純 条

革副 滋器 亮 3条
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∃線3粂

:巴 前 議器 程付 四方 |

た付吉祥支 圏繰1条

を付車花文 染付四方欅

![前 旬器 翌線 2条

E卜B目

野 旬器 映絵檜垣文

寅信薬 衛器 21 照釉

東信楽 B== C猪 口 盛部無織

東信薬 窟器

東信楽 尋
=子

え

東信薬 向器 薦

東信楽 旬器 陰皿 高台無 VIt

ヽ明 陶器 納 I 決麹

不 明 何器 ■ 0 41 朕紬

崎前 飼器 霞都指頭庄

備 前 銅器 渦

隣 前 旬器 年明 m

隋前 何器 年明皿 4

飼器 年明 皿

Ы 隋前 何器 灯明皿 5

騰前 旬器 年明 皿 10_2

制 輛前 電器 灯明皿 5 入ス付着

苗前 廊器 年明 IL 3

一醐 旬器 灯明皿 120 5

■al暫 十器 1

上師質土繋 皿

■師管 土器 臨塩 語 布 日

と団 穴

と師管土瑞 潟等

型成形草花文

篇前 器 層鉢 壼ね癖去痕

月石 衛器 旨鉢

型成形 ,高台無釉

一副 骸器 工皿 51 里成形 高台無 XIL

濃 染付笹文

胆前 滋器 王猪 ロ 処付笹文

胆前 滋器 を付笹文

1巴前 滋器 王猪 日 雨降り文

IR前 睦器 ム販 具 重部無釉

|[前 滋器 IIl を付菫市支 圏縦3条

IR前 睦器 nl

I巴前 滋器 lL 寸山赤

'ノ

ロ凹形高台

睦器 薦 旨磁 rtt 野磁釉

I巴 前 磁器 廃

睦器 処付四方樫 青磁釉

肥前 磁器 流 鶏付四万 2条 写ス 玉 弁 花 支 寄磁麹 高台内渦福

疑付四方擦 圏線 3条 見込五弁花文 青磁釉 ,高 台内渦福

I[前 滋器 魔 110 染付 四万 を付童花支

器 た付四方躍 圏繰2条 染付軍花文 ,圏 線 3条

一酬 磁 器 流 当繰 1条 ,見込染付 軍花文 を付童花支 圏練2条 高台内舅ム記号文 圏線I条

滋器

IB前 抜器 魂 を付童″支 圏繰3条

IR前 骸 器 腕 72 圏繰 1条 見込記号文 染付軍花文 ,圏 繰 2条

一剛 盪器 院 圏縦 3条 高台内文字 閣繰 1条

一制 毯 器 腕 琶緑 2条

肥前 滋器 流

IB前 滋器 流 処付 四方滲 染付柳文

一副 何器 蓋 に紬

1巴 前 何器 n

]稿は

l巴 前 何器 Ⅲ 166 砂 目

寄台無釉

姫戸美濃 滋器 盃

照VIL 疑付蛸唐草文

贋戸美濃 滋器 征猪 口 14

2441瀬戸美濃 傷器 魂 :支犠 不 明 高 台 無 麹

邑絵 文様 不明

ミ信楽 傷器 筑

高台無 rth

貫信楽 旬器 皿

【VIL

2501涙 内 旬器 ll 11 型成形

■l成形

覆恵質土馬 慕釜

下半無鶏 型成形

下明 衛器 土瓶 【XIL

曙賂 脂頭圧

と師宵土器 土錘 ナデ 円孔4 ナ デ

部 t旨蒻庄 体銘板ナデ 炭釉

篇前 旬器 灯明皿

一副 旬器 灯明皿 13

石 邑書 1年 十刻印 1久喜 I

ミ信楽 匂器 院 12 【紬

胆前 淡為 上半鉄釉 下半無釉

264 一削 旬器 球

一剛 滋器 23



]巴前 器 不 明

]巴前 滋器 碗 泳松竹権 ハリ支え 圏線 I条 178と 同一個体 染付吉杵文 ,高 台内記号文 .高 台内圏繰 1

lR前 衛器 筑 染付 四方瀑 斃付童荘 文

不明 何器 霞部無釉

阻前 骸器 を付童花文

旧前

肥前 滋器 ム具 ξ磁紬

1巴 前 磁 器 鹿 50 61 換 圏鎮 2築 ロム五弁花 青磁釉 高台内渦福

蕊 42 染付草花文 た付耳花 文 ,圏漂 4条

I巴 前 弦器 売 ″支 目線2条

27 議 乏込染付山水画 染付文様不明

〕巴前 抜器 虎 た付雨降り文

腕 明

1巴 前 旬器 皿

催 【釉

不 明 旬器 沐 102 映釉 底部無釉

十師 暫 十繋 77 56

土師質土器 皿 12

疎 12

東信 楽 旬器 魂 (3 寄台無釉

解 ″ 牛 照紬 「ェト

ミイ言楽 旬器 碗 4_・付文様不明

器 読 凱線 1条

ミ信楽 旬器 腕 葛台無 T4L

器 碗

ミ信楽 観器 碗 高台無釉

薬 衛器 碗 24 紬

東信楽 旬器 碗 22 高台無釉

信 婆 衛器 腕

欧質陶器 雲
」

節描直線文

欧管陶器 【紬

欧質陶器 【釉

敗管陶器 【rtt

:陶器 為 75 【紬

故管陶器 土 瓶 166 射目 下半無釉

135 無釉

欧質陶器 土 瓶 刻目 下半無釉

164 無 釉

軟管陶器 土 瓶 イッチン掛け 下半無/11

122 照釉 サ 下 半 無 Vtt

lE前 滋器 坑 3t 童 支 奇磁 rdl高台内渦福

月巴前

311 東信薬 器 流

31 哀信 楽

1巴前 滋器 征猪 口 12

隔前

一副 滋器 寛 118 磁 子磁釉

肥前 器 日紅 発付四方際 ,染付梅文

lE前 骸器 売 圏鎮 2粂 青磁釉

lEl前 器 ワ匙十菊花散らし

肥前 滋器 虎 付 た付菊花散らし

肥前

肥前 磁 器 虎 102 終付草花文

旧前

肥前 磁 器 茂 終付草花文

1肥 前 45 支

月巴前 舷 器 売 付草花文

月8前 染付四方欅 み 十菫 ″ 支

巴前 舷 器 魂 付 二 網 目文

l前
儡給 菫 花 支

1巴前 磁 器 魂 染付草花文

39 滓 支

I巴 前 骸器 茂 40 染付草花文

lFl 11 2 35 憧 市 支

IE前 弦器 売 34 染付 章花文

一剛 33 支

1巴 前 滋器 流 32 染付 山水画

I巴 前 賓器 売

lR前 滋器 茂 34

I巴 前 滋器 33

IR前 滋器 流 宅ノロ釉ハ 処付 草花文 圏線 4条

肥 前 滋器 碗 74 支 模 不 明

lR前 滋器 魂 64 圏線 3条 染付文様不明

磁器 碗 を付四方隆 圏線2条 付 童 荘 支 区 画 PIIq支

IR前 骸器 硫 目線 2条 染付草花文 ,圏 線 3条

一削 磁器 碗

一ｍ 滋器 暁

〕巴前 滋器 暁 尋泳五弁れ支 ξ磁鶏 高台内記号支

R前 滋器 婉 青隊釉

氾前 瞭器 晩 た付
=花

文 圏線2条 寄磁紬 高台内記号文

一割 滋器 暁 ヨ緑2

〕巴前 滋器 斑 圏練 3粂 毒磁釉

i巴前 諺瑶 琉

I月El前 染付 二重網 目文 .圏 線 3条

I月LI前 骸器 晩 36 目線 3条

IR程 前 器 24
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27 tノ ロ釉ハギ 染付草花文 .圏 線 3条

〕巴前 滋器 流 覇森 3条

25 染付草花文

一剛 盪器 茂 え付車花文

1置 前 盪器 腕 条

360:月 巴前 歌器 虎 21 泳工弁存文 疑付 草花文 高台内渦福

1巴 前 毯器 漉 屹ノロ釉ハギ,見込五弁花文

:前 毯器 滉 甚付 文様 不明

巴前 滋器 薦 付四方路 ,圏線 2粂 ,見込五弁花文 2夕と

3641肥前 酸器 潟 四方樫 圏飽 条 写磁釉

[前 滋器 商 2条 ,見込五弁花文

3661肥前 滋器 沈 を付菊花散らし

[前 滋器 涜 疑付菊花欲らし

368:月巴前 滋器 滉 を付文模不明 圏繰3条

3691肥前 睦器 茂

巴前 離器 滉 を付車花文

限前 誰器 廃 77

ILl前 滋器 滉
/tt付 網 目文

3731月R前 盟器 廃

3741肥前 滋器 を付高文

3751ЛR前 髄器 廃

3761月tl前 滋器 処付 雨降り文

377:Л R前 滋器 読 75

3781肥前 滋器 流 処付雨降り支

3791RP前 滋器 読 文 ,

3801肥前 滋器 椀 を付雁文
一則 髄器 筑

382:肥前 滋器 疑付車花 文 圏線 3条

3831肥前 監鶏 薦

疑付 車花文 圏繰 3条

[前 滋器 琉

12 召繰 3条

一副 滋器 蓋物 ヨ縁部無 /1H ど付童花支 圏練4条

5 ョ絞部無細 き草文,圏線2条

滋器 盃 71 31

肥前 滋器 臨販具 3■ た付山形文 閣繰1条

に前 子 仏販 具 31

一削 磁器 ム販具 葛台無絶

IR前 磁器 ム販具

肥前 滋器 壁皿 2 里成形 高台無釉

IR前 彪器 こ皿 6 3 里成 形 .高 台無粕

IB前 滋器 ∝皿 型成形 高台無撤

単剛 整署 旺 皿 型成形 ,高 台無釉

lL前 骸器 3

胆前 監器 210 3 た付四方攘 染付章花文 蒋付唐 草文
一ｎｉｌ把 磁器 ∈猪 日 4 た付童花文

胆前 磁撃 飛笹文文

一削 陛器 lI猪 口 処付笹支

lR前 骸 器 証猪 日 程付笹文

IB前 眩器 証猪 口 た付笹支

lR前 滋器 証猪 口 終付笹文

lB前 滋器 圧猪 口 を付笹文

IR前 談器 旺猪 ロ 31 染付笹文

】巴前 滋器 lE猪 口 〕0

lB前 滋器 征猪 日 21 楽付笹文

月B前 を付笹文

lE前 滋器 証猪 口 染付笹文

:前 走付笹文

i巴前 滋器

走付笹文

1巴前 骸器 髄猪 日

染付笹 文

IEl前 滋器 征猪 口

楽付笹文

IB前 滋器 征猪 口

処付笹文

422:肥前 諺器

斃付笹文

4241肥 前 滋器 62

を付笹文

4261肥 前 骸器

4281肥 前 骸器

8前 骸器

を付笹文

旧前 骸器 5 付々笹文
を付笹文

Hl前 骸器 5 付笹文

を付笹文

肥前 整器 5

43〔 阻前 磁器 C猪 口 0

一副 監器 lI猪 ロ 2

n前

肥前 滋器 lI猪 ロ

肥前 毯器



一削 磁器 猪 日 12

一削 滋器 落麦猪 日 終付四方欅 寺磁釉

た付四方籐 守係 和

巴前 器 蕎麦猪 日 飛付山方欅               _  1青 磁釉
74 !染 付革花文

1巴前 器 懸麦猪「
l 72 :染付草花文,圏線2条

器 付文標不明 .圏線 I条 .高台内圏線 1条

1巴前 議器 唇麦猪 ロ

器 聰付車花文 ,圏線 2条 ,高台内圏線 1条 ,記号文

肥前 滋器 縣麦猪 ロ を付 蔓荘 支 思縦 2条

器 染付草花文 .圏 線 2条 ,高 台内渦 PB

肥前 滋器 裔麦猪 口 :姿付菫″支 閣森 2条

R‐ 鶏 72 染付草花文 ,圏線 1粂

一副 滋器 蕃麦猪 日

l前 滋器 蓋 処付斜格子文

肥前 滋器 蓋 60 I染付 円圏文

弦黒 善 ]縁欺 蛭 鶏 処付権 文 圏線 3条

lB前 滋器 10_4 ョ駁銘無鶏                 I染 付梅文,圏線4条

骸果 ョ縁部無釉 染付革花文

一醐 磁器 蓋 目縁部無FtL                 !染 付革花文,圏線3条

磁 器 を付四芳樫 図線 2姿 耳ス五弁布 青磁釉

〕巴前 磁器 必付 四方樫                  :青 磁粕

磁 器 窪付四方欅 ,圏線 2条 ,見込五弁花 青磁織

]巴前 磁器 蓋 10? 密付四方握 染付章花文 再磁和

睦器 染付四万警 ,圏繰 2条 憲磁釉

lB前 骸器 18 ヨンニャク印判

R信市 滋器 芭帯 染付文様不明

一酬 滋器 IH壷 照紬 た付支様不明
一
日‐‐ 滋器 瓶 17 苅 召線 2条

覺前 盟器 照釉 え付帯線

1巴前 滋器 lH に 鶏

一副 ″ 牛 K釉 音磁撤

Il前 滋器 花生 璧 釉 人面取手 ,染付草花文

器 ″ 牛 墜 鋤 染付文糠不明 圏線 1条

肥前 磁 器 卸神酒徳和 蕉麹                     l色 絵革花文

眠 無釉                     I染 付唐 草文 ,図 線 3条        _
1巴前 磁 器 眠 44 疑知                    1染 付革花文

器 版 70 I染 付文様不明

I巴 前 磁 器 瞬 【鶏                    :染 付革花文

臨 照釉                     I染 付草花文             _
I巴 前 滋器 ul を付唐童支 圏練2条 見込染付草花文      I圏 線3条 ,高 台内文字「明 J

楽付車花文,圏線2条              I染 付唐車文,国線3条 ,高台内閣緑 1条

一制 弦器 皿

口紅 ,染付草花文 ,圏 線 3条 ,見込五弁花文 染付唐 革文 ,圏 繰 3条 ,高 台内圏線 1条 ,I大明年製 J

]巴 前 滋器 皿 104 た付童帝文 染付草花文,圏線4条

12 2条 I圏線 3条

IEl前 滋器 皿 123 必付童布文 圏線 1条             I染 付唐軍文

126 染付網 目文,圏線2条 染付文様不明

!前 該器 皿 匹付童″文 図繰 2条               :唐 軍文 ,圏 繰 3条 ,局 書内圏繰 1条

l前 染付雲文 染付文様不明 .圏緑 3条

巴前 滋器 皿 と付首″十 四銅 ,4・              14j付 童芹す 昭鎮 3粂 高台内圏練 1条

器 圏線 2条 ,見込染付車花ズ 染 1'Xγ I詩」,国 裸 Z余

巴前 滋器 皿 聾付唐童支 思鎮 2築 嫌 ノロ凹形高台

青磁釉 ,波 状文 青磁釉 ,高 台浴着痕

肥前 滋器 鉢 た付菊文 994と同一個体 唐革文,圏線3条 ,蛇ノロ凹形高台,高 台内渦福

衛器 配 高台無釉

一副 旬器 皿 局 台 無 和

IR前 衛器 皿 冶上 日,欽絵 高台無釉

一剛 観器 碗 S台無麹

旧前 衛器 碗 爵台無釉

一劇 何器 硫 気台無紬

一削 臨器 院

一酬 47 を付菫花文

IE前 陶器

I巴 前 la器 1碗 吊1毛 目

1巴 前 旬器 I圏練3条 ,染付草花文

511 一削 q器

1巴 前 旬器 廃 42

51 把前 照VII 葛台無絶

51 1巴 前 旬器 商

肥 前 琶縦 2条 堤付

!R前 偲器 流 67 【紬                    I圏 繰 4条 .染 付軍花文 ,高台無 /1H

肥 前 I碗

一副 旬器 碗 1高 台堰型
一酬 I染 付文様不明

一ｍ 衛器 琉 l壇型笙型
一制 46 青磁釉 高台無FfH高台溶着痕

胆前 衛器 魂 21

一酬 1タト I高 台無釉

胆前 1器 I多ゝ 三島手

一副 19ド 57 弔にE tt                         lttV七 日

n前 観器 :IIt 41 目                    い」毛目

肥前 I鬱よ 3にB目

IB前 陶器 1鉢

E育守 I◆k 122 島 手 砂 目 !高 台無和

擬 ; 美濃 翻器 皿

IBF 鉄釉 高台無細

頼戸美濃 儲器 Iうヽ i圏線 3条
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533:瀬声 I圏線 6条

i戸 美 i 思器 流 台無釉

悟戸華 |

～
付文様不明

536:瀬戸美| 珂君思 茂 を付車花文 圏線2条

誦戸華溝 傷選 雷台無 /tL

5381瀬戸美濃 旬器 兎 :高台無 TfL

5391瀬戸圭濃 打撃 薦

薦

5411瀬戸美濃 協器 薦 を付円閣支

虎 ンニャク印判 ,高台無 FdI

5431瀬戸美濃 用器 商 台疑撤

斑

545:瀬戸美濃 何零 茂 47 を付支模不明

虎 i染付 円圏文

547:瀬戸美濃 a器 茂

潟 :染付雲文 ,高台無釉

5491瀬戸美濃 日器 薦

尻 程付文標不明

55J瀬戸美濃 伺器 茂 を付円圏文

兎 整付文標不明 ,高台無釉

5531瀬戸美濃 阿器 薦 照麹                     I染 付重花文 高台無紬

55SI瀬戸美濃 翻零 茂 疑付 円圏文

5571瀬戸美濃 1陶器 al 容着痕 着痕 高台無釉

558:理 兵 衛 半ヽ太膳家家叔上絵付け

東信楽 何器 茂 色絵吉祥文 高台無 /1t

言信薬 魚器 ヨ絵草花文,高台無釉

京信楽 何器 兎 二絵草 文 高台無釉

声信薬 廊署 蔦 者絵 童 支 高 台 無 麹

563!京信楽 鹿 登絵 草花文 ,高台無釉

東信薬 儲署 薦 当絵 童布支 高台無 Ftt

兎 ヨ絵軍花文
貢信薬 傷器 茂 47 ■絵童花支

文

568:京信楽 翻器 流 二絵 菫花文

1信 楽 何器 流 i絵重花文 冷俺用

花文 ,金使用

5? 貢信楽 何器 薦 ヨ絵菫花文
5731東信 薬 尻 :花 文 ,高台無釉 ,高 台内墨書

5741東信楽 翻器 鹿

魔 ヨ絵軍花文,高台無TIH

東信楽 何器 茂 菖台無紬

粛 L絵草花文,高台無釉
578:東信築 阿器 茂 不 菖台無絶

5791原信楽 兎 ヨ絵山水画,高台無釉
5801東信楽 阿器 商

廃

5821東信薬 何零 薦

兎

東信薬 同署 茂 2_7

虎

京信薬 何器 茂 72

兎

京信楽 何器 茂

S891東信薬 付軍花文

東信楽 何器 茂 を付松文
東信薬 付軍花文

東信楽 何器 虎

吏信薬 衛器 台 無 rtt

京信楽 町
==

売 罰台無釉

東信楽 露器 茂 2 寄台無麹

魔 爵台無釉

東信楽 儲器 流 富台無為

尻 爵台無釉

5991 京信楽 飼器 茂 富台無絶

600:烹信薬 虎 厨台無釉

東信楽 露器 茂 麿絵松糞文 高台無紬

602:京信 薬 兎 局台無 VIH

東信楽 目鶏 茂 蘇台無絶

604:東信 薬 台無釉

京信楽 何器 茂 高台無絶

606:東信 薬 兎 厨台無釉

東信楽 何器 茂 2 蘇台無釉 高台ぬ黒書

兎 台無 /1H

京信楽 翻器 茂 3 菖台無 /1L

滉 再台無釉

京信楽 a器 流 菖台無麹

兎 爵台無釉 ,高台内墨書

613]京信楽 翻器 流 富台無紬

兎 局台無釉

615]東信楽 協署 魂 19 富台無紬

兎 葛台無釉

6171東信楽 翻器 薦 富台無紬

開 15 罰台無釉

戻信楽 毎器 廃 葛台無釉

東1言薬 台 無

哀信楽 傷器 浣 台無釉



京信楽  I陶器 2 富台無紬

東信薬 衛鶏 琉

信 楽 器

式信薬 衛鶏 琉 楽付文標不

信 楽 q器 藍部無紬

ミ信薬 旬器 暁

京信楽 n_2 葛台無絶

ミ信薬 1堤

=
暁

戻信楽 皓絵小杉 文 .高 台無撤

東信薬 電器 花生

京信楽 旬器 IA 【釉 睡都無釉

東信薬 萄器 隊

東イ言楽 η器 皿 」絵 文様 不明

東信薬 観器 皿 37 不 明

東信楽 旬器 窒絵文模不明 色絵 文懐不明

東信薬 幻器 124 不 明

哀信楽 旬器 質絵文穣不明 菖台無為 高台内墨書

東信薬 旬器 支 厨台無舜

京信楽 幻器 窟台無総

東信薬 殉器 支犠 不 明 厨台

東信楽 照釉 占磁釉 高台無釉 染付笹文

東信薬 旬器

貫信楽 法 葛台無紬

ミ信薬 旬器 土 瓶 13

貫信乗 照釉

京信楽 旬器 土 瓶

十 瓶 欧釉 映釉 底 部無和

京信 何器 上瓶 H9 K紬 必付 草″支 虞蔀無紬

鯨器 ■瓶 H6 柴付草花文

京信楽 旬器 土 瓶 (釉 青磁鶏

～
信薬 旬器 上瓶

一月‐‐痛

篇前 1器 J明皿

備 前
スヽ付着

篇前 電器 T明皿

「明 m 103 ヘス付着

砦前 陶器 T明皿

T明 配

篇前 旬器 丁明皿

J明 皿 者

首前 翻器 丁明皿 着

J明 皿 音

常前 旬器 T明 皿

縣前 T明 In .3 スス付着

斎前 匂器 kT明 皿
一酬 lTtt m 14 スス付着

蒜前 傷器 灯明皿
一日，‐ lTtt nH 12

一剛 旬器 町明皿 スヌ付

一酬 lTtt m 11

単剛 旬器 ll明皿 13

一酬 lTtt m スス付着

薦前 観器 灯明皿

一副 lTtt m 15

漁前 衛器 鉢

席前

篤前 1埋

=
油縫珀 !

痛前 油律珀 I

篇前 観器 鉢

隊 123 132

篇前 旬嘉 廷翻印l

窃器 齢 I

備 前 勾器 型Lt形布袋 底郎刻印

不 明 衛器

不 明 旬器 無 釉

不 明 観器 釉

不 明 71 映釉

不 明 翻器 疑
一

不明

不 明 旬器 宣木鉢

下明 牛

旬器 雹鉢

と付け高台

器 言鉢

697 観器 g,本 160

69〔

69【 旬器 雷鉢 260
296

1器 雷鉢

黒 窃器

露鉢

黒 匂器 雷鉢

「
師 暫 十器 HL

と師質土器 皿

師管 十駕 ■ 13

と師質土璃 皿

ヤ師管 土器 ll
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土師 ' 土 器 15

7

土 器 T明 皿

土師質土器

13_2

と観 上器 禾

十零 150

と師 土器 と塩壷 刺印

師 十繋 諄造語芸 布 目

上器 と塩壷蓋 □

十 磐 手造恙著 1_7 布 目

土 E 土器 毛垣壷蓋 日

十 瑠 十係

土 器 火鉢

十 師 十 零 _t烙 圧

土師質土璃 暗烙 ナ デ
=頭

圧

十 繋 革熔 ,頭圧

上師 筆土話 暗烙 者頭圧

i暫 十瑶 磨烙 上半ヨコハケ,下半板ナデ !豆百庄 タテハ ケ

上師質土義 音烙 260 ナ デ 看頭圧

十師 管 十騒 き烙 ヨヨハケ 者繭 庄

土師質上孫 音烙 320 指頭圧

■師暫 十銹 ヒ烙 者豆葺庄

上師質土 音烙 音頭圧

土師管土撃 き烙 ヨコノヽケ 者蒻圧

土師質土 と半ヨコハケ 下半板ナデ

上師質土器 き烙 57 ヨコハケ Fg頭圧.板ナデ

62 曽頭圧のちヨコハケ 脂繭 序

上師 土器 き烙 指頭圧

阪ナデ

土器 き烙 店頭圧

師 暫十器 き熔 阪ナデ 寺頭 庄

上器 子烙 悟頭圧

士師 暫土鶏 き烙 ヨコハク 階繭庄のち下半ヨヨハク

741 子烙 阪ナデ 指頭圧

i師暫土器 き熔 ヨコハク 悟繭圧

L半ヨヨハケ 下半指頭圧 指頭圧

i師暫土器 と熔 と半ヨコハケ,下半板ナデ 階頭圧 タテハケ

五ナデ 脂頭圧

i師暫土器 と烙 320 ]ヨハケ 階繭圧

と師質土 賂 328 ヨヨハケ 者頭圧

上師 暫土器 き賂 186 :圧 ,ヨコノヽク

上師 質土器 烙 肯繭 圧 の ちヨヨハ ケ 者頭圧のちタテハク

■師 暫 土璃 羽等 旨頭 圧

上師 質上璃 例釜 L半指豆百圧 下半ヨコハケ 者頭圧

■師 管 +騒 ]耐 等 七頭圧 青頭 庄

と師質土話 冴釜 函庄のち板ナデ ヨ頭圧

十師暫 十瑶 溺等 音頭圧 L半指頭圧のち板ナデ 下半指頭圧のちヨコハケ

買恵 器 H.7

蕉 器 床

上師 質土誘 一璽 雨 圧

十師菅 十墨 指頭圧

上師質上誘 290 酒 庄

十師宵 +基 盛 304

上師質上轟 篭

■師管 土基 400 悟頭圧 脂頭 庄

上師 質 脂頭 圧 悟頭圧

土師暫土串 整 230 156 悟頭圧 階頭 圧 の ちヨコヘ ラケズリ

土師質土 ヨコヘラタパツ

上師冒土事 lT圧 突幣

指頭圧 騨序 窄 帯 Fqコ

上師 土基 脂頭圧

κ形 17 型成形土製品

土師質土群 κ形 形 十製 品

,管 十事 た形 型成形 土製品

上師質土器 入形 形十製品

十師管 十器 た形 型成形土製品 尋書

土断 質土器 キツネ 虚形 十製品

十師管 十器 キツネ 成形土製品

不 明 阿器 こま犬 峨 形 ■製品

十師暫十繋 51 8 成形土製品

と団 質土璃 成形 ■製品

■師宵 十瑠 成形上製品

と師質土器 3 成形 十製品

■師管 十器 亀居 型成形 土製品

上師質土器 至根 支形 十製品

■ab宵十器 陣社 型成形 土製品

上師質土瑞 ナ ス 13 形 十製品

■師管 ■瑶 サ ル 型成形土製品

一削 旬事 打出の小権 我形 十製品

下明 衛器 遭崖稲

上師質上為 lA様 41 費形 十製品

79ィ 一削 侮器 水滴 51 型成形 土製品

上師質土務 継 ″転用

商前 衛器 雷鉢を転用

席前 旬奉
一
Ｒ‐Ｉ篤 窟器 11 盾鉢を転用

瓦 瓦″転 用



ミニチュア

不 明 旬器 き鉢 こニチュア

_チュア

土師質土器 ξ 金箔付着

窒絵 文様不明 葛台無 VIb

把前 骸器 亮 R付円圏

耐衰亭 蛍台焦紬 底面疑書「セマ I

巴前 抜器 王猪 日 程付笹

IR前 盪器

一副 滋器 旺猪 口 70 た付丸文

R前 滋器

一削 滋器 滉 圏練 2条 目線 4

IR前 滋器 皿 2 空付文様不母 を付文綾不明

一副 滋器 皿 ど付童布支 秦付唐草文

ミ信薬 旬器 腕

蹟戸美濃 旬器 売

隠戸 羊 溝 笥器 沐

上観 上器 皿

師 十器 Ⅲ

上師 上璃 上 鍋

■師 土 器 憲 290 ]孔 七頭圧

一副 旬器 兎

旧前 旬器 語 葛台無釉

一副 9 il毛 目

一削 骸器 疑付車花文

一即

東信薬 旬器 皿 13 葛台無釉

と師 土器 天神さん 4 十製品

286 反ナデ 階頭 圧

上師質土器 焙 烙 ナデ 指頭圧

朽暫 十器 墜 賂 36^8 坂ナデ 指蒻圧

上師 土瑶 暗烙 豆百庄 の ちヨコハ ケ 脂頭圧

篤前 旬署 唐鎌

京信楽 縄器 碗

一則 監器 疏 奥付雨降り文

一酬 議器 紅猪 ロ

lR前 骸器 紅 皿 里成形 高台無釉

瓦質 土器 火 鉢 者豆百圧のちヨコノヽケ

一削 滋器 航 43 染付四方 青磁鶏

一制 滋器 を付四方糎 楽付軍花

lR前 滋器 也奉 照釉 を付菫花文

頼戸美濃 滋器 姿付 円閣 慕付円圏

東信婆 窃器 雪台無麹

隋前 旬器 T明 皿

釘器 丁明 RI

欧質陶器 盃 葛台内陽刻 I染

十師 暫 十器

土聞 土 器 火 鉢 ナ デ ナ デ

苛器 薦

打B前 珂器 売 高台無 TIH

!言行 滋器 136 14

一削 滋器 皿 聾付鳥文 ヨ線 2条

十師 官 十器

上研 子土器 皿

紺 言薬 旬器 廃

一制 旬器 鉢

に前 滋器 不 明 上面に接合痕あり

旧前

B前 滋器 硫 を付雨降り文 圏線3条

篇前 1器 唐鉢

琉 31 を付支模不明

肥前 滋器 え 1練 2条 青磁釉

滋器 嘉 染付文様不明 を付支様不明

86( 一削 死 圏線2条

IR前 滋器 筑 亀込記号文 を付文模不明

867 El前 亮 染付文様不 B

一酬 磁器 鹿 1'4 召線 2条 を付梅文 圏線4条

IB前 滋瑶 虎 付文様不明 .底部
一
Ｒ‐Ｉ 滋器 廃 窪付菫花文 盟練 2条 高台内記号文

一副 滋器 兎 25 口泳記号支 圏線2条

lR前 盪器 高 型紙刷 ,圏緑 1条 ,見込松竹欄 型紙刷 圏線 3条

一削 教器 廃 題縦 2条 楽付麻の葉文 ,圏 繰 1

lRR~ 盪器 腕 染付運弧文 ,圏 線2 た付文様不明 圏練2条

把前 滋器 滉

l前 滋器 腕 圏緞 4条

1巴 前 滋器 ぬ 肘綱 目文

滋器 読 ヨ練2条

一副 滋器 売 B縦 1条 昇ぷ記号文 7kL付 軍花文 ,圏 線 4条

睦器 薦 巴線 2条 ,見込五弁花文 た付四方樫 斃付山水面 圏繰3条

一副 滋器 肛猪 口 33 染付笹文

R信市 諺器 礎付笹女

一剛 滋器 紅猪 口 匿 文

R前 滋器 奥付笹文

肥前 滋 紅猪 口 63 2S 付笹文

IR前 骸瑶

一削 磁名

■前 滋串 13
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T

8891肥前 監器 圧猪 口 13

肥前 践器 12 を付車花文

阻 1.7

巴前 磁器 Il 型紙属け

処付唐菫文

肥前 磁器 17

磁 釉

肥前 滋器 を付草花文

`付筆 支 付雲文

杷前 磁器 阻

を付菫″支 ミ2条

9001肥前 滋器 el 程付文様不明

/kL付竹文

杷前 滋器 l

た付章花文

904:肥前 磁 器 9 ヨ縁部無釉

把前 磁器

〕巴前 議器 医麦猪 口

910:肥前 磁 器

楽付連鎖文

9121月日前 議器 27

913:RP前 成形

IB前 骸器 吃生 照釉

IR前 17

肥前 陛器 ム販 具

杷前 監器 ム販具

918:肥前 監器 ム販具 処付笹 文 脚 銘無紬

ltl前 旬器 薦 染付文様不明

た付支様不明 圏線2条

肥 前 観器 商 21 3」毛目
高台無釉 胎土 目

肥 前 阿器 皿 Fa・土目
砂 日

肥 前 旬器 片 口鉢 無 釉

肥 前 旬器 皿

融14L El

9291 】巴前 旬器 皿 羨絵 ,重ね焼き痕

計IF‐ 目 砂 目

哀信楽 陶署 虎 文

盾絵小杉 文

楽 毎器 流

爵台無 VIt

935:東信楽 徊署 皿

磁 XII ξ磁為

9371東信楽 翻器 易春み

二絵 唐絵

9391東信楽 傷器 に生

9401東信薬 巨都無絶

94‖ 東信楽 鍋 映釉 底 部無釉 ,

9421京信薬

き野 流

煮野

9451瀬戸美濃 酸器 流 110 41

9461瀬 戸華津 滋器 事物 た付草花文

9471憩戸美濃 何器 流

9481瀬 戸華溝 旬器 泳

沐 金刻 魔 部 無 総

9501瀬戸美濃 旬器 廃 高台無釉

皿

952:備前 器 ll明皿 57

器 lB明皿

956!備前 儡器 沐 266 スタンブ如意頭文

器 水

9601 不 明 IE爆 文字 ,底部無釉

962 !弩器 魃 型成 形 上製品

128 鉄 絶

964 庚管胞器 ξ 照釉

16

96 ( 欣管陶器 ξ

壁紬

96〔 欧麿陶署 lk

BL

と師雪土器 IΣ 等 ミニチュア

皿

上師質土器 EL

974 上師質土器 沐 里成 形

歴ナデ 腹ナデ

97( 上師質土器 昆炉 ヨコハケ
十師 管 ■器 き熔 ヨヨノヽク 階頭圧
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土師質土器 k鉢 髯頭 圧

土師管土器 k鉢 306 234 旨頭圧のち板ナデ

弥生土器

堺 衛器 吾鉢

啜 衛器

堺 旬器 雷鉢

県 衛器 IIり 出し高台

隋前 窃器 吾鉢

店 前 衛器

ミ信楽 陶器 廃 13

lP前 眩 器 た付連弁文

不明 旬器 色未鎌

踊器

京信楽 旬器 筑 合 無 r4

を付菊支 499と 同一個体 処付文模 不明

哀信楽 電器 流 42

壼ね俸き痕

と師管土瑠 と烙 310 箔験圧

タタキのちタテハケ

哀信楽 偲器 流

苛台無絶

騒戸美濃 匂器 流 24 圏線 1条

染付笹 文

1001 杷前 滋器 染付四方欅 ,見込圏緑 2条 .見 込五弁花文 染付菊花散らし,蛇ノロ凹形高台

災付草花 支

一副 滋器 虎 染付文様 不明

十師 暫 十 : 烙

志野 旬器 碗 H0 27

番 号 品名 口径 (長 蛋径 (幅 )鴎高 (厚 特記事項

氏石 2

氏石 H〔 8 5

St k打ち石 2 麦部全体に敲打反あり

見 I 菫都のみ残存

碑 6 匪部から陸部に力‖サて残存 ,背 面も使用

下明 124 111 Π面とも多数の線刻

k打ち石 3 251陵 部全体に敲打痕あり

特記事項

D

豊永通宝

予吸 日 1(

!薬 i爵 常

K7 電永通宝

沿主

g 1(

fl携 去
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可

品名 コ径 (長 至径 (幅
=高

(厚 表面 (内 面 ) 1面 (外面 ) 備 考

も

W21箱 04:黒漆塾り 石黄蒔絵 黒漆塗り

W3!椀

0

W51箸 OI

1

W71建築都材 訂穴2個

4. ]孔

W91板材 5^| 0肖

2.1 ¬孔

Wni板材 2^1 0

3. 1

W131円 版 0

W141板材 6 l

W151板材 0

W16躍築部材 0 :歯状の棒材

W171建 築部材 11_4 0

W181木閥 11 書I一井

W191椀 6 黒漆

7` ]孔3,方 孔 2

Vヽ21 豊 5 3 需漆途り 銀蒔絵

り 黒漆塗り

W2( 鬼 朱漆塗り 黒漆塗り

り 黒漆塗り,銀蒔絵

W21 鬼 漆ヽ途り 黒漆途り 銀蒔熔

り 黒漆塗り

Vヽ2 k漆塗り 黒漆途り

h2 り 文字 紀

W21 3 塗 り 黒漆塗り 銀蒔絵

h13( 庶

11 り 朱漆塗り

Vヽ31 売 7

7( り 朱漆塗り

W3` こ 3

り 黒漆塗り 銀蒔絵 二つ率家紋

W3( 盛 !漆 途り 朱漆市弁 亀 |

黒漆塗り 巧木 盆か ?

Vヽ31 益 量漆途り 朱漆支様

0 り.釘孔1 黒漆塗り

Vヽ4( 企 23E

黒漆塗り

W41 霧 51

上半黒漆塗り 下半朱漆塗り

W441杓 3( 0 k漆途り

り 熙漆塗り

Vヽ4( 01 昌漆途り 円翠 I

り

W48:建 築部材 6〔 鳥漆途り

1 と馬

W5( 障棋駒 21 生馬 餅

Vヽ5! 摩 g書

W5` 部 材 141 2( 「FHR I

Vヽ5( 1高松家 中 I 書 ガ�骨I

Vヽ5` 木 簡 3 黒書

Vヽ51 木簡 中村御宿 1

Vヽ5( 木簡

□村 JVヽ5千 木簡 遥書

岡 昌書

Vヽ5( 米簡 9

衝 時 得里さ | 患書祐字

Vヽ61 th物底板 lf冷 J

W621 曲物底板 6 を印

W631 曲物底板 12 i具反

h6判 曲物底板 1_(

W651 曲物底板 8

W661 曲物底板

～
V67 麹物産版

蜘物底板 1

W6( 色物虞板

W701曲 物底板

Vヽ71 ね物底板

蜘物底板 5〔 11

Vヽ7 抽物産板 7

W7判 由物底板

W751 曲物底板 8

W761曲 物底板

W77 曲物底板

W781 曲物底板

W791曲 物底板 6

8〔 1(

Vヽ81 曲物底板

W821曲 物 度 績 11

W331 曲物底板 5(
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Vヽ3` 蟄物底板 4 t(

9

�V8( IH物底板 13 t

ね物庇板 7( Rl面に釘孔2W88と 接合

Vヽ8( 日物底板 と釘剤2W87μ 捨合

Vヽ8` b物天板 5( 33孔
J

Vヽ9( 天板

Vヽ91 監物天板 61 11 円子Ll

W921曲 物天板

Vヽ9〔 Il板 11

Vヽ94 1修

Vヽ9〔 色物 IRl板

Vヽ9(

IV97 輛IRI板材 ケ形子Ll

W9〔

W9〔 下駄 1(

板材 12〔 13孔
1

W10' ¶剤2

奉材 刀込み多数

卜円私雰教

匙

Vヽ10(

Vヽ10千 建築都材 1〔

Vヽ10( 躊材 I(

WHl 阪材 2(

2 打孔 2

μ■31建 築部材 1

蓋集都材 】込みユ

坂奉オ

環ルキ 0

iわ†
辰材 1( 霊rttLl l

≧築郎材 134 5

μ121 ホノ珀で繕合

苓穀

Vヽ12

Vヽ12狛 lH

■ 12( 鶴

Vヽ12( 4

3_笠

Vヽ131

Ⅳ18: 3!(

W13(

Ⅳ13` 31

全 2( 3

V1381栓 2(

Ⅵ401栓

21

μ1421栓 2

◆ 3 3(

害 0

害 22Z OI

W 晉 0

害

〃 晉

害 21(

W 晉 0」

審 21 7

箸

審

Vヽ15` 箸 11

著 07

Vヽ15( 碧 0

碧 21 0 0(

ユ _
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SD105遺物出土状況 SK123検出状況

下

SK123遺物出土状況

攀響顕半∵==趣
郡房▼Ⅲ守I

SK123遺物出土状況

SK123遺物出土状況 SK123土層断面

SK123完掘状況 SK127土層断面

ユ



可

SK126完掘状況 SD105。 SKl14～ 117・ SK139土層断面

第1遺横面完掘状況 (北半 ) 第1遺横面完掘状況 (南半 )

作業風景 作業風景

調査地周辺 (左の絵図拡大)



SK123出土家紋瓦

SK123出土陶磁器類

欅

可

SK123出土須恵器 SK123出土漆器椀

ユ



V

SK123出土玩具類
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溝
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